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要旨 
研究背景 
ブロードバンドの急速な普及によって、インターネットで動画配信を楽しむユーザーが急増している。「ムービー
コミックス」とは平成 18年に瀬戸[1]が発表した動画と漫画の特徴を兼ね備えた webの新しいコンテンツ形式であ
る。これは漫画の様にページをコマ割りし、その中に動画を配置してストーリーに合わせコマを順次移動して観
賞するものであり、最後のコマに来ると次のページが表示されて順次ページも進んでいくものである。「ムービー
コミックス」は映像を空間的に配置する漫画の性質と、映像を時間軸上に配置する動画の性質を併せ持ってお
り、従来にはない多様な表現が可能である。しかし、「ムービーコミックス」が考案されてから、実際に制作された
作品は未だに少なく「ムービーコミックス」独自の表現を確立するには至っていない。特に「ムービーコミックス」の
制作を容易にする為に、コマ割りとコンテンツのつなぎ方についての一般化規則を作成する必要がある。 
研究目的 
本研究では「ムービーコミックス」におけるカット（コマ）とカット（コマ）のつなぎ方（モンタージュ）に注目して、その
一般的規則（文法）を確立することを目指す。 
研究方法 
  まず漫画と映画についてそれぞれの表現技法を比較し、これらの表現技法の違いがそれぞれ漫画のコマ割
りと映画のカットに与える影響を確認する。次に、同じ内容を持つ漫画とアニメーションーションをサンプルとし、
漫画のコマ割りとアニメーションーションのカットの対比関係を調査し、可能な限り法則を抽出する。最後に、抽出
したこれらの規則の内、漫画のコマ割りの法則を当てはめた「ムービーコミックス」と映画のカットの法則を当ては
めた「ムービーコミックス」を作成し、実験を通じて「ムービーコミックス」のつなぎ規則が映画的傾向に従うのか、
漫画的傾向に従うのかを検証する。 
結論 
「ムービーコミックス」の会話のシーンのつなぎ規則は映画的表現に従う傾向があることが分かった。また、
感情表現のシーンにおけるつなぎ規則は漫画的表現の規則に従う傾向にあることが明らかになった。また、動作
を表すシーンについては映画的表現、漫画的表現を支持する傾向が２分されることが明らかになった。動作を表
すシーンについては今後更に細かい分類と調査を行うことにより、一定の傾向が明らかになるのか、それとも視
聴者の嗜好により分かれるのかを今後明らかにする必要がある。 
